
 

 

 

 

特別支援教育コーディネーターの役割 

４ 巡回相談や専門家チームとの連携  

 

   

 

 

 

（１）巡回相談員との連携 

   ・校内委員会として、年間を通じて巡回相談員の相談日、相談者の調整を行います。 

   ・巡回相談員の校内委員会への参加も含めて校内の相談体制づくりを模索します。 

   ・巡回相談員と、ケースについての話し合いができることが望ましいでしょう。 

 

（２）専門家チームとの連携 

 

  【専門家チームへの判断依頼】 

      ・校内委員会において、専門家チームに依頼する必要についての検討をします。 

      ・専門家チームに報告するための資料を校内員会の構成員が分担して作成し提出し 

       ます。 

      ・専門家チームに判断を求める前には、保護者に十分な説明を行い理解を得ること 

       が大切です。 

      

     【専門家チームからの指導・助言の活用】 

      ・専門家チームへの連絡調整と専門家チームからの情報を収集します。 

      ・専門家チームからの助言を、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成や改善、 

       校内での支援につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

「小・中学校におけるＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）、高機能自閉症の児童生徒への 

教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案）」（文部科学省  平成１６年１月）より 

 

 

校内での適切な教育的支援につながるよう、教育委員会に設置されている巡回相談や 

専門家チームとの連携を図ります。 


